
自治労共済推進本部は
「7才の交通安全プロジェクト」

に取り組んでいます。

5121A016

家族の車も

団体割引
契約者＝組合員で

団体割引は
多くの組合員の利用と

安全運転に
支えられています。

自治労共済
生協組合員
なら

主たる被共済者になれる方

＊別居の未婚の子も含まれます。

1

3
4
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32.5％※

現在加入している保険（ 共済）の適用
等級や過去履歴によっては、契約を
引き受けできない場合があります。

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協
として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組
合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献すること
を目的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金
を払い込んで居住地または勤務地（先）の共済生協の組
合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

組合員本人
組合員の配偶者
組合員の同居の親族＊
組合員の配偶者の同居の親族＊

掛金体系変更による職域掛金の廃止に伴い割引率を変更
※団体割引は、車種や補償内容により割引率が異なる場合があります。また、毎年
11月時点の実績により変動することがあります。
2021年11月更新契約より
（新規契約は2021年10月効力開始契約より）

▲

山
本
智
子
准
教
授
に

よ
る
講
演
を
聞
い
た

▲春闘勝利をめざし、団結ガンバロー三唱する参加者

▲四条河原町でシュプレヒコール

【
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き
】 

４
月
２７
日（
木
）１８
：
３０
開
会

【
と
こ
ろ
】 

ウ
イ
ン
グ
ス
京
都
ホ
ー
ル

【
内　
容
】 

Ｆ
Ｐ
に
よ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と

　
　
　
　

 

京
響
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施

2023新採対象
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ナ
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＆
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コ
ン
サ
ー
ト

　

連
合
京
都
は
３
月
３
日
、

円
山
公
園
野
外
音
楽
堂
で
２

０
２
３
春
季
生
活
闘
争
勝
利

総
決
起
集
会
を
開
催
。
約
１

０
０
０
人
の
組
合
員
が
結
集

し
、
自
治
労
か
ら
は
約
８０
人

が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
原

敏
之
連
合
京
都
会
長
は
、「
長

引
く
物
価
高
騰
が
経
済
不

安
、
働
く
人
の
暮
ら
し
に
直

撃
し
て
い
る
。
こ
の
３０
年
、

人
へ
の
投
資
、
未
来
へ
の
投

資
を
怠
っ
た
こ
と
で
社
会
全

体
の
生
産
性
向
上
の
力
が
衰

え
、
日
本
経
済
が
低
迷
し
て

い
る
」
と
強
調
。「
所
定
内

賃
金
で
生
活
で
き
る
水
準
の

確
保
、
働
き
方
に
あ
っ
た
賃

金
水
準
の
引
き
上
げ
が
重
要

だ
」
と
訴
え
た
。

　

福
山
哲
郎
参
議
院
議
員
、

前
原
誠
司
衆
議
院
議
員
ら
に

よ
る
激
励
あ
い
さ
つ
を
受

け
、
４
月
の
統
一
自
治
体
選

挙
で
連
合
京
都
が
推
薦
す
る

候
補
予
定
者
を
紹
介
し
た
。

　

そ
の
後
、「
く
ら
し
を
守

り
、
未
来
を
つ
く
る
。」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実

現
を
め
ざ
す
集
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
集
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

　

集
会
後
は
、
京
都
市
役
所

ま
で
人
数
は
少
な
い
も
の
の

　

府
本
部
は
２
月
２６
日
、
２

０
２
３
保
育
所
・
学
童
保
育

所
・
幼
稚
園
・
児
童
館
等
職

員　

京
都
府
南
部
学
習
交
流

集
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

４
年
ぶ
り
と
な
る
デ
モ
行
進

を
行
っ
た
。
中
小
企
業
お
よ

び
非
正
規
労
働
者
を
含
む
す

べ
て
の
労
働
者
の
雇
用
・
労

し
た
。
こ
の
集
会
は
保
育
関

係
職
場
で
働
く
職
員
を
対
象

に
、
身
に
つ
け
る
べ
き
技
術

な
ど
を
習
得
し
、
保
育
の
質

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

働
条
件
の
向
上
な
ど
を
訴

え
、シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
道

行
く
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

て
い
る
。

　

皇
學
館
大
学
教
育
学
部
准

教
授
の
山
本
智
子
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、「
子
ど
も
の
発

達
と
支
援
」を
テ
ー
マ
に
、子

ど
も
理
解
／
支
援
者
の
あ
り

方
、
支
援
の
考
え
方
／
事
例

検
討
、
発
達
障
害
へ
の
対
応

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

　

講
師
は
、「
支
援
の
必
要

な
子
ど
も
が
増
え
て
き
て
い

る
今
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う

に
活
動
さ
せ
る
と
い
う
の
は

難
し
い
」
と
話
し
、
私
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い

く
べ
き
か
を
学
ん
だ
。
ま
た

「
支
援
の
基
本
は
、
子
ど
も

の
状
態
を
正
し
く
把
握
す

る
、
見
立
て
を
行
う
、
で
き

る
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と

だ
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、
支

　

自
治
労
は
２
月
２８
日
に
開

催
し
た
拡
大
闘
争
委
員
会

で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票

の
結
果
を
報
告
。
全
国
７７
・

４１
％
の
批
准
率
で
ス
ト
ラ
イ

キ
を
含
む
闘
争
指
令
権
が
確

立
し
た
。
府
本
部
の
批
准
率

は
８０
・
４９
％
（
最
終
）
だ
っ

た
。

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の

保
護
者
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
を
掴
む
こ
と
が
大
切
」と
、

話
の
聴
き
方
や
伝
え
方
に
つ

い
て
も
学
ん
だ
。

　

事
例
検
討
で
は
、
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
の
状
況
や
対

応
等
、
実
際
に
保
育
現
場
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
を
挙
げ
、

解
決
の
ヒ
ン
ト
や
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　

子
ど
も
の
発
達
と
支
援
に

つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
、
日
々
の
保
育
に
活

か
し
て
い
け
る
講
義
と
な
っ

た
。

　

街
で
よ
く
従
業

員
募
集
の
貼
り
紙

を
見
か
け
る
が
、

日
本
は
訪
日
外
国

人
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
の
新
規
求
人
数
が
今

年
１
月
で
前
年
比
２７
％
に
増

加
し
て
い
る
と
い
う
▼
そ
ん

な
深
刻
な
人
手
不
足
の
中
、

観
光
し
な
が
ら
働
け
る
「
お

て
つ
た
び
」
と
い
う
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
普
通
の
観
光
客
で
は

な
く
宿
泊
費
は
無
料
で
、
旅

先
で
お
手
伝
い
を
し
、
給
料

を
も
ら
い
な
が
ら
空
い
た
時

間
に
観
光
を
楽
し
め
る
と
い

う
シ
ス
テ
ム
。
宿
泊
業
や
カ

フ
ェ
、
農
家
な
ど
様
々
な
業

種
が
登
録
し
、
ホ
テ
ル
側
か

ら
も
１
日
、
２
日
の
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
も
応
募
が
く
る
の

で
使
い
勝
手
が
良
い
と
好
評

の
よ
う
だ
▼
急
な
出
費
に
も

対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
働
い
た
翌
日
に
は
給

料
が
振
り
込
ま
れ
、
専
用
の

カ
ー
ド
に
対
応
し
た
Ａ
Ｔ
Ｍ

か
ら
働
い
た
日
数
分
の
金
額

を
上
限
に
自
由
に
引
き
出
せ

る
。
働
き
や
す
い
環
境
を
創

っ
て
い
く
有
意
義
な
シ
ス
テ

ム
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使

っ
て
全
国
を
旅
す
る
こ
と
も

夢
で
は
な
い
。
私
た
ち
が
普

段
感
じ
る
色
々
な
「
あ
っ
た

ら
い
い
な
」
を
ヒ
ン
ト
に
新

し
い
シ
ス
テ
ム
を
創
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て

感
じ
た
。�

（
Ｇ
Ｏ
）

見積もりキャンペーン実施中

支援＝みんなでハッピーになるため支援＝みんなでハッピーになるため

「
人
へ
の
投
資
」実
現
を

「
人
へ
の
投
資
」実
現
を

連合京都2023春闘勝利！総決起集会
あなたの声で
はじまる
春闘
2023春闘

７７
・
４１
％
で

ス
ト
ラ
イ
キ
権
の

体
制
確
立

２
０
２
３
春
闘

子
ど
も
の
発
達
と
支
援
を
学
習

府
南
部
交
流
学
習
会

学
童
保
育
指
導
員

・
保
育
士
等
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第20回統一地方自治体選挙
府本部推せん候補

■中京区

田中けんじ
たなかけんじ／現4

■右京区

岡本かずのり
おかもとかずのり／現3

■舞鶴市

おはら　舞
おはらまい／現2

■伏見区

増田だいすけ
ますだだいすけ／新人

■城陽市

酒井つねお
さかいつねお／現3

■京田辺市・綴喜郡

北川たかし
きたがわたかし／現2

■長岡京市・乙訓郡

堤じゅん太
つつみじゅんた／現2

■北区

かたぎり直哉
かたぎりなおや／現2

■中京区

こんどう邦彦
こんどうくにひこ／新人

■伏見区

山岸たかゆき
やまぎしたかゆき／現5

■伏見区

平田　けい
ひらたけい／新人

■下京区（支持）

西山のぶまさ
にしやまのぶまさ／前1

■左京区

しまうち研
しまうちけん／新・元府

■左京区

おんづか功
おんづかいさお／元

■東山区

中野　洋一
なかのよういち／現4

■南区

しらつか悦子
しらつかえつこ／新人

■山科区

こじま信太郎
こじましんたろう／現1

■西京区

天方　浩之
あまかたひろゆき／現4

■福知山市議会

芦田　眞弘
あしだまさひろ／現3

■宇治市議会

今川　みや
いまがわみや／現2

■城陽市議会

あいはら佳代子
あいはらかよこ／現5

■京田辺市議会

河本たかし
かわもとたかし／現4

組織内候補
■
北
区

平
井
と
し
き

ひ
ら
い
と
し
き
／
現
３

組織内候補
■
木
津
川
市・相
楽
郡

山
本
あ
つ
し

や
ま
も
と
あ
つ
し
／
現
１

組織内候補
■
木
津
川
市
議
会

福
井
　
平
和

ふ
く
い
ひ
ら
か
ず
／
現
１

政
策
協
力

候
　
　
補

■右京区

さかまきゆずる
坂巻譲理／新人

■山科区

かじわら英樹
かじわらひでき／現1

■西京区

えがしら孝博
えがしらたかひろ／新人

■宇治市・久世郡

田中美貴子
たなかみきこ／現2

■京田辺市長

上村　　崇
かみむらたかし／現1

■向日市長

安田　　守
やすだまもる／現2

■木津川市長

谷口　雄一
たにぐちゆういち／新人

■左京区

北岡ちはる
きたおかちはる／現8

政策協力候補
■
宇
治
市
議
会

西
川
と
も
や
す

に
し
か
わ
と
も
や
す
／
現
２

政策協力候補
■
八
幡
市
議
会

福
田
さ
よ
こ

ふ
く
だ
さ
よ
こ
／
現
３

くらしを守り、未来をつくる政策・制度実現をめざそう

20232023
統一自治体選統一自治体選

京
都
府
議
会

前半戦

京
都
市
会

京
都
府
議
会

京 

都 

市 

会
告示 3/31
投票 4/9

後半戦
京
都
府
内
自
治
体
議
会

自
治
体
議
会

府 
内 
首 

長
告示 4/16
投票 4/23

他
　
府
　
県

滋
賀
県
議
会
（
近
江
八
幡
市

・
竜
王
町
）・
今
江
政
彦
、

大
津
市
議
会
・
草
川
た
だ
し

滋
賀

大
阪
府
議
会
（
高
槻
市
・
三

島
郡
）・
野
々
上
愛
、
大
阪

市
会
議
員
（
東
淀
川
区
）・

表
西
貴
文
、
堺
市
議
会
（
西

区
）・
西
哲
史
、（
堺
区
）・

渕
上
猛
志
、（
東
区
）・
池
田

一
紗
、
豊
中
市
議
会
・
大
石

利
彦
、
垂
水
剛
、
高
槻
市
議

会
・
吉
田
錦
司
、
枚
方
市
議

会
・
奥
野
美
佳
、
四
條
畷
市

議
会
・
島
弘
一
、
泉
大
津
市

議
会
・
野
田
悦
子
、
高
槻
市

長
・
濱
田
剛
史

大
阪

三
重
県
議
会
（
伊
賀
市
）・

森
野
真
治

三
重

和
歌
山
県
議
会
（
田
辺
市
）

・
谷
口
和
樹

和
歌
山

奈
良
県
議
会
（
奈
良
市
・
山

辺
郡
）・
堀
田
美
惠
子

奈
良

兵
庫
県
議
会
（
垂
水
区
）・

黒
田
一
美
、（
神
崎
郡
）・
上

野
英
一
、（
川
西
市
・
川
辺

郡
）・
北
上
哲
仁
、（
宝
塚
市
）

橋
本
成
年
、神
戸
市
議
会（
中

央
区
）・
横
畑
和
幸
、（
北
区
）

・
伊
藤
め
ぐ
み
、（
西
区
）・

加
地
幸
夫
、
宝
塚
市
議
会
・

梶
川
美
佐
男
、
明
石
市
議
会

・
吉
田
秀
夫
、
三
木
市
議
会

・
西
垣
ひ
ろ
し

兵
庫

２０２３年３月１５日現在

京
都
府
内
首
長

谷
口
真
由
美

た
に
ぐ
ち
ま
ゆ
み
／
新
人

大
阪
府
知
事

北
野
た
え
こ

き
た
の
た
え
こ
／
新
人

大 

阪 

市 

長

私たちの声を議会に届け、私たちの声を議会に届け、
� 地方から政治をかえよう！� 地方から政治をかえよう！
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